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僅差で敗り，勝利した（表 1 － 1）。
当時のスリランカでは，2002 年 2 月に政府とタミル・イーラム解放の虎
（LTTE）が結んだ停戦合意下にあった。しかし北・東部では政府軍とLTTE，

















































































表 1－ 2　2007年 1月にクロスオーバーしたUNP議員の所属政党の変遷
名前（2004 年総選挙時の選挙区）
総選挙年
2015 2010 2004 2001 2000 1994 1989 1977
主たる政権与党
UNP SLFP SLFP UNP SLFP SLFP UNP UNP
M.H. Mohamed（Colombo） ○ ○ ○ ○ ○ ○
G.L. Peiris（Colombo） △ ○ ○ △ △
Milinda Moragoda（Colombo） ○ ○
Gamini Lokuge（Colombo） △ △ ○ ○ ○ ○ ○
Bandula Gunawardena （Colombo） △ △ ○ ○ △ その他政党
Karu Jayasuriya（Gampaha） ○ ○ ○ ○ ○
Edward Gunasekera （Gampaha）　 ○ ○ ○
Rajitha Senaratne （Kalutara） ○ △ ○ ○ ○ ○
Hemakumara Nanayakkara （Galle） ○ ○ ○ △
Lakshman Yapa Abeywardena （Matara） △ △ ○ ○ ○ ○
P. Dayaratne （Digamadulla） △ ○ ○ ○ ○ ○
Mano Wijeratne （Kegalle） ○ ○ ○ ○
Dharmadasa Banda （Moneragala） ○ ○ ○
Navin Dissanayake（Nuwara Eliya） ○ △ ○ ○ ○
Neomal Perera （Puttlam） △ ○ ○ ○
C.A. Suriyaarchchi （Polonnaruwa） △ ○ ○
















































































2009 年 8 月に行われたウヴァ州評議会選挙および 10 月に行われた南部州評
議会選挙に与党UPFAはUNPに大差をつけて勝利した。この結果，ラージャ
パクサおよび与党は，2010 年 4 月に予定されている国会の解散をにらみ，内
戦終結の余勢を駆って早期に大統領選挙を行うと予測された。
憲法の規定によれば就任後 4 年を超えた大統領は，選挙を行うことができ


























2010 年 1 月 に 行 わ れ た 選 挙 の 結 果 は， ラ ー ジ ャ パ ク サ 601 万 5934 票
（57.88%），フォンセーカ 417 万 3185 票（40.15%）で，ラージャパクサの勝利で
あった（表 1 － 1）。全 22 県のうちフォンセーカが半分以上の投票を得たのは
ヌワラエリヤのほか，ジャフナ，ヴァヴニヤ，トリンコマリー，バティカロア，
ディガマドゥッラなどタミル人口の多い 6 県にとどまり，残りの 16 県ではラ
ージャパクサの勝利だった（表１－３）。
2005 年の大統領選挙ではラージャパクサとUNP候補者のウィクレマシンハ




















ラージャパクサ 52.9 UPFA 51.2 10
フォンセーカ 45.9 UNP 36.2 7
DNA 11.8 2
ガンパハ
ラージャパクサ 61.7 UPFA 63.4 12
フォンセーカ 37.3 UNP 28.7 5
DNA 7.5 1
カルタラ
ラージャパクサ 63.1 UPFA 63.7 7




ラージャパクサ 54.2 UPFA 60.8 8
フォンセーカ 43.9 UNP 34.5 4
マータレー
ラージャパクサ 59.7 UPFA 67.0 4
フォンセーカ 38.0 UNP 28.5 1
ヌワラエリア
ラージャパクサ 43.8 UPFA 56.0 5
フォンセーカ 52.1 UNP 36.4 2
南部
ゴール
ラージャパクサ 63.7 UPFA 66.2 7
フォンセーカ 34.8 UNP 26.0 2
DNA 7.3 1
マータラ
ラージャパクサ 65.5 UPFA 65.3 6
フォンセーカ 32.9 UNP 27.8 2
ハンバントタ
ラージャパクサ 67.2 UPFA 62.9 5
フォンセーカ 31.2 UNP 29.9 2
北部
ジャフナ
ラージャパクサ 24.8 ITAK 43.9 5
フォンセーカ 63.8 UPFA 32.1 3
UNP 8.5 1
ヴァヴニヤ
ラージャパクサ 27.3 ITAK 39.0 3




ラージャパクサ 26.3 ITAK 36.7 3
フォンセーカ 68.9 UPFA 34.3 1
UNP 12.7 1
ディガマドゥッラ
ラージャパクサ 47.9 UPFA 51.4 4












ラージャパクサ 43.0 UPFA 42.8 2




ラージャパクサ 63.1 UPFA 63.8 10
フォンセーカ 35.5 UNP 31.8 5
プッタラム
ラージャパクサ 58.7 UPFA 64.8 6
フォンセーカ 39.6 UNP 31.4 2
北中部
アヌラーダプラ
ラージャパクサ 66.3 UPFA 66.5 7
フォンセーカ 31.9 UNP 24.2 2
ポロンナルワ
ラージャパクサ 64.9 UPFA 69.2 4
フォンセーカ 33.6 UNP 26.7 1
ウヴァ
バドゥッラ
ラージャパクサ 53.2 UPFA 58.3 6
フォンセーカ 44.6 UNP 32.3 2
モナラーガラ
ラージャパクサ 69.0 UPFA 75.6 4




ラージャパクサ 63.8 UPFA 68.9 7
フォンセーカ 34.4 UNP 28.2 3
ケーガッラ
ラージャパクサ 61.8 UPFA 66.9 7
フォンセーカ 36.4 UNP 29.0 2
全国
ラージャパクサ 57.9 UPFA 60.3 144（127, 17）
フォンセーカ 40.2 UNP 29.3 60（51, 9）
ITAK（TNA） 2.9 14（13, 1）
DNA 5.5 7（5, 2）
（出所）　http://www.slelections.gov.lk/
（注）　大統領選でフォンセーカが多数を占めた県を網掛けした。UPFA：United Peoples’ Freedom 
Alliance，UNP：United National Party，DNA：Democratic National Alliance，ITAK：





















道路整備は 2004 年 12 月のインド洋津波後の南部，解放後の東部における開発
がめざましかった。






でに述べたように，ラージャパクサは 2 年前倒しで大統領選挙を 2010 年 1 月




















数を 39 増やし，225 議席中 144 議席を獲得した。UNPは 22 議席減らし 60 議











144 議席を獲得したラージャパクサにとって，憲法改正を可能にする 3 分
の 2（150 議席）を獲得するのは容易なことであった。2007 年のように再び，
12
UNPからのクロスオーバーを誘った。
クロスオーバーによって国会の 3 分の 2 以上の議席を確保したラージャパク













































表 1－ 4 　各種選挙の実施時期
大統領 国会 州評議会
任期 6 年 6 年 5 年




2008 5 月東部，8 月北中央，サバラガムワ
2009 2 月中央，北西部，4 月西部，8 月ウヴァ，10 月南部




2014 3 月西部，南部，9 月ウヴァ
















































市街地・国土計画令改正案に対しては，2012 年 2 月に西部州，東部州の評
議会が反対し，政府は 4 月に法案を取り下げた。デヴィ・ネグマ法案に関して
は，9 月から 10 月にかけて北部州を除くすべての州評議会で承認を得た。州
評議会議員選挙が行われていない北部州では，大統領の任命を受けて就任して
いる知事が承認した。しかし，再び違憲の申立てがなされ，これに対して最
高裁は国民投票を行うことと，国会の 3 分の 2 の賛成が必要であると判断した
（この判断が後述する最高裁長官の弾劾につながったとみられている）。
最終的には，国民投票が不要となるようにデヴィ・ネグマ法案の条項を改め










最高裁がデヴィ・ネグマ法案の違憲審査を行っているさなかの 2012 年 10 月
30 日，与党UPFAはシラーニ・バンダーラナイケ（Shirani Bandaranaike）最高
裁長官の弾劾を決議した。11 月 1 日には長官弾劾を求める国会議員 117 人の
署名が国会議長に提出された。その後，議員選任委員からなる委員会で任務に




シラーニは 2011 年 5 月にラージャパクサによって女性としては初となる最














サンデー･タイムス（2014 年 1 月 19 日付け）によれば，「全世界にスリランカ
































2007 年のクロスオーバーはすでに述べたが，その前年の 2006 年からすでに













えたが，2011 年 10 月に行われたコロンボ市議会議員選挙では過半数を得るこ

















































の自由指数は内戦終結直前の 2008，2009 年にそれぞれ 78.00，75.00 に跳ね上

































































































































⑶　The Sunday Leader, 2007 年 2 月 18 日付け，“Mangala expose Rajapakse Bros.” 
http://www.thesundayleader.lk/archive/20070218/news.htm













⑼　2014 年 11 月にシリセーナが離反した際の会見でも，シリセーナはこの決断をしたこ
とで生命の危機にさらされるであろうと述べた。
⑽　内戦は，4 期に分けられる。イーラム戦争Ⅰ期（1983～1987 年）コロンボ反タミル暴





⑿　1982 年 8 月の第 3 次憲法改正による。改正前は任期満了後のみに選挙を行うとされ
ていた。しかし，大統領だったジャヤワルダナは，当時の野党の分裂と個人的人気に乗
じて選挙を前倒しにして大統領選挙（1982 年 10 月）を行った。
⒀　http://www.theguardian.com/world/2009/nov/29/sri-lanka-general-presidential-
election（2015 年 2 月 19 日アクセス）。






（任期 1989 年 1 月～1993 年 5 月）の息子。
⒄　2015 年 4 月の第 19 次憲法改正によって大統領の任期は 5 年に短縮された（第 3 章参
照）。
⒅　The Sunday Times，2011 年 1 月 9 日付け，“One Secretariat for Ten Senior 
Ministers”http://www.sundaytimes.lk/110109/News/nws_05.html によれば，10 の上
級大臣に対して次官ひとりが任命されただけである。







　2014 年 7 月には，副保健大臣のラリト・ディサナヤケ（Lalith Dissanayake）が大
臣ポストにある国会議員として，テレビで一族支配があると発言した（http://www.
lankatruth.com/home/index.php?option=com_content&view=article&id=7268:video-






　たとえばThe Sunday Leader，2011 年 1 月 30 日付け，“Hombantota Port Project Tender 
And Violationg NPA Guidelines”　http://www.thesundayleader.lk/2011/01/30/
hambantota-port-project-tender-and-violating-npa-guidelines/
　2009 年 1 月 8 日朝，車を運転中にバイクに進路を妨害され，車を停めたところバイ
クから撃たれた。
　The Sunday Leader，2009 年 1 月 11 日 付 け，“Editorial; And Then They Come For 
Me”http://www.thesundayleader.lk/20090111/editorial-.htm
　http://en.rsf.org/sri-lanka-president-personally-phones-02-08-2011,40732.html
　http://dbsjeyaraj.com/dbsj/archives/19211
　http://dbsjeyaraj.com/dbsj/archives/30652

